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利 用 者 の 声

1.文 法書 に よって作 られ た 「もの」 の解説記 事 に つ いて(九 州大 学 工 学部 応 用原 子 核 吉 岡啓 介)

これ か ら数 回 にわ た って解 説 され る御 予 定 の内容 に は、非常 な期待 を寄 せ て い る者 の一 人 であ るが、

以 下 に述べ る事 項 に も言 及 して戴 くこ とを希 望 します。

イ)現 行 の文 法書 、解説 書 で言 及 してい ない こ とにつ いて

や って はな らな い場 合 と、チ ェ ッ クを受 け な いのでや っ て もか まわな い(利 用者 の希 望 した動

作 はや っ て くれ る)場 合 とが あ る。

例1.VARIABLEFORMATで 倍精 度単純 変数 には書式 を入れ る こ とは出 来 ないの で はな

いか。

例2.ADJUSTABLEARRAYで2次 元の場 合 、第2添 字 は実際 に宣 言 され て い る値 よ りも

小 さ くて か まわない。 利用者 の方 で陽 に受 け渡 しを しなか っ た残余 の部 分 が内容 の変 更 を

受 け るか 、受 けな いかに よっ てこの性 質 が利用 出来 るか どうかの判 断 の分 かれ に なる。

例3.レ ベ ル0の 閉 カ ッコの直前 に","が あ っては な らない。

例4.DOル ー プの制御 変数 の値 に よっ て、ルー プ 内の あ る変数 の値 が定 め られ ると き、 ル ー

プ 内 を通 る条件 判定 が通 る前 に な され るの か、通 っ た後 か とい うこ とは利 用者 の方 で注意

して いな くて もよいか。

例5.サ ブルー チ ンの 引用 にお いて 、EXTERNAL文 で引 用 が指 定 され て い る場 合 、実 名 で他

のサブルーチン か ら引用 され る場 合 もふ くめ て、常 にサブルーチン の排列 順序 は問題 に し

な くて もよ いのか。

(回 答)上 記 の要望 に つ いて内容 を検討 した結果 、広報 の解 説 のペ ー ジに掲 載 す る こ とは、省

略 させ て戴 くこ とにな りま した。 ここ で簡 単 に説 明 す る とい うこ とで御 了承 願 い ます。

例1に つ いては 、FORTRAN解 説編II(EX-061-3-4)P53を 参 照 して くださ い。

書 式 が与 え られ るの は配列 に限 られ 、型 は整数型 、実 数型 、倍精 度 実数 型 、論 理 型の い

ずれ であ って もよ い。書 式 はDATA文 、READ文 で与 え なけれ ば な りませ ん。

例2に つ いて は、FORTRAN解 説 編II(EX-061-3-4)P68を 参 照 して くださ

い。2次 元 にか か わ らず添字 は、呼 び出 しプ ロ グラムの側 で宣 言 され た もの よ り小 さ く

てか まい ませ んが、各 配列 の要素 に対 応関 係 のずれ が生 じて きます。2次 元 にお いて、

第2添 字 の み小 さい場 合 は対 応 関係 のず れ はあ りませ ん。 また 、利 用者 が受 け渡 しを し

なか った部分 の 内容 が こわれ る こ とは あ りませ ん。



(例 〕

整 合 配 列 を使 っ た 副 プ ロ グ ラ ム をCALL

す る プ ロ グ ラ ム

REALX(3,3)

CALLSUB(X,2,3)

CALLSUB(X,3,2)

最 初 のCALL文 で は

X(1,1)… … …A(1,i)

X(2,1)… … …A(2,1)

X(3,1>… … …A(1,2>

X(1,2)… … …A(2,2)

X(2,2)… … …A(1,3)

X(3,2)・ ・… … ・A(2,3)

X(1,3)

X(2,3)

X(3,3>

の対応 とな る。

内容 がこ わされ る

こ とはな い。

整 合 配 列 を使 っ た副 プ ロ グ ラム

SUBROUTLNESUB(A,M,N)

REALA(M,N)

2番 目のCALL文 で は

X(1,1>… … …A(1,1)

X(2,1)… … …A(2,1)

X(3,1)… … …A(3,1)

X(1,2)・ … ・・…A(1,2)

X(2,2>… … …A(2,2>

X(3,2)… … …A(3,2)

x(1,3>

X(2,3)

X(3,3>

の対 応 とな る。

内容 が こわ され る

こ とはな い¢

例3に つ いて は、 テス トの結果","が あ って も、正常 な結 果 が得 られ ま した。

例4に つ いて は、FORTRAN文 法編(SP・-061・・4-4)P.40を 参照 して くだ さい。

制 御変 数 の条件 判定 はDOの 範 囲 を実 行 す る前 にな され てい ます。DOが 満 足 され た

場 合 は、制 御 変数 は不定 とな り、満 足 され ず にDOル ー プ を飛 び出 した場 合 は、 その直

前 に与 え られ た値 をもっ てい ます。

例5に つ いて は、 カー ドデ ックの構 成順 序 につ いての 疑問 だ と思 われ ます。 サ ブル ー

チ ンが実 引数 にあ らわれ た場 合 と、CALL文 で引用 され た場合 とにか かわ らず 、呼 び出

され たサ ブルー チ ンは、呼 び 出 しプロ グ ラム よ 今前 にあっ て も、後 にあっ て も問 題 はあ

りませ ん。



ロ)optimizeに つ いて

1ど の よ うな 点 をoptimizeし て い る の か 。 お よ び 利 用 者 が コー デ ィ ン グ す る と き、 どの よ う な点

に 留 意 す れ ばoptimizeし た こ と と同 等 に な る か。

(回 答)optimizeの 主 な も の に は 次 の3項 目 が あ り ます 。

(1)共 通 式 の 消 去 … … 同 じ計 算 結 果 を もた ら す 式 の 一 括 化

X;A十BT=A十B

-一 →X=T

Y=A十B十ci

Y=T+C

※ 実 数 値 を もつ 式 の 場 合 に はTの 代 入 の 際 に レ ジ ス タ に あ る値 を 丸 め て 格

納 す る の で 、Cタ イ プ とDタ イ プ とで 異 な っ た 結 果 に な る こ と も あ り ます 。

(2)配 置 転 換 繰 返 し文 中 の 計 算 で 、 繰 返 しの 外 に 出 せ る もの は 出 す。

DOlI一1,10T=A十B

X(1)=A+B-一 →DOlI=1,10

1CONTINUEX(1)=T

lCONTINUE

※ 繰 返 しの 中 にIF文 が あ る場 合 に 、 プ ロ グ ラ ム 上 の 論 理 は 正 し くて も、

optimizeし た た め に繰 返 しの 外 に 出 さ れ た 計 算 で 、 オ ー バ ー フ ロー 、 デ

バ イ ドチ ェ ッ ク な ど の エ ラ ー と な る こ と が あ り ま す。 現 在 、optimizeさ れ

る の と され な い の とが あ り ます の で 、 そ の 例 を あ げ て み ま し ょ う。

・optimizeさ れ るf列

DIMENSIONA(]0)

DO]1=],]O

DO]J=],5

1F(1.LT.2*J)X=A(1+])-A(1)

]CONTINUE

↓
DIMENSIONA(10)

DO]1=],】O

T=・A(1+])-A(1)

DO]J=1,5

1F(1.LT.2*J)X=T

]CONTINUE

こ の よ うにoptimizeし た結 果 、1=10の と きA(1+1)は 宣 言 の 範 囲 を起 え て

し ま い 、 エ ラ ー の 原 因 と な る こ とが あ りま す 。

・optimizeさ れ な い 例(以 前 は さ れ て い た が 、 現 在 は さ れ な くな っ た)

i:と 同 じ計 算 で す が 、 次 の場 合 に は され ませ ん。



DIMENSIONA(1◎)

DOlI・1,10

DOlJ・ ・1,5

1F(1.GE.2*」)GOTOl

X・A(1+1)-A(1)①

1CONTINUE

この 例 で は 、 ① の 式 はJのLOOPと は無 関 係 な の で

DOlI=1,10

1F(LLT。10)T・A(1+1>-A(1>②

DO2J=1,5

1F(1.GE.2)GOTOl

X:T

lCONTINU】 巳

とプ ロ グ ラ ミン グす る と良 い で し ょ う。 この 場 合 、② の 判 定 文 が な い と

1=1◎ の と きA(1+1)は 宣 書 の 範 囲 を 越 え て し ま い 、 エ ラー の

原 因 と な る こ とが あ りま す 。

1)011:1,N

A(1)=13(1)

IF(x.GT.o.◎)A(1)㍊SQRT(X)→-B(1)

1CONTINUE

これ は 、 次 の よ う に プ ロ グ ラ ミ ン グ す れ ば よ い で し ょ う

T=0,0

1F(X.GT.◎.0)T=SQRT(X)

DOlI==1,N

A(玉)==T十B(1)

1CONTINUE

(3>命 令 の 置 換 計 算 時 間 が 短 い 命 令 に 置 換 え る。

番 地 計 算 等 の レ ジ ス タ を効 果 的 に使 う。

レ ジ ス タ の 効 果 的 な 利 用 に つ い て は 、 プ ロ グ ラ マ の 関 与 で き な い部 分 で は

あ})ま す が 、最 もoptimizeの 効 果 が あ ら わ れ る部 分 で す 。

判 定 文 に お い て 、論 理 演 算 子(AND.,OR.,。NOT.)を 使 用 す る と

opti㎡zeさ れ ませ ん 。

IF(A.EQ.B.OR.C.NE.D)GOTO10

次 の よ う に す る とopt面zeさ れ て 、 命 令 ス テ ッ プ数 が 半 分 以下 にな1)ます 。

↓

IF(A,EQ.B)GOTO10

王F(C.NE.D)GOTO1◎



なお、以前 は定 数 お よび定 数 を暗 に含 む計算 は コンパ イル時 に行 なっ て いま したが、現

在 は 、行 なって い ませ ん。

以上 ま とめ る と

・ 同一計算 はで きるだけ一括 し、む だ な繰 返 しをはぶ く。(特 に(2)で述 べ た よ うな考

慮 は配 ったほ うがよ い。)

・ 論理IFよ り算術IFの 方 が早 い

・ 配列 をふ んだ んに使 用 してい る計 算 は、optimizeさ せ る と レジ ス タを有 効 に使 うの

で番地 計算 時間 が短縮 され る。

とい うこ とが いえ るで しょ う。

2多 重 ルー プの端 末文 を一致 せ しめ た と き とて いね いにルー プ ご とに分 けた とき とで所要 メモ リ

ー数 に変 化 が あ るか

(回答)Cタ イプ とDタ イプ との比 較 で は、Dタ イプが ステ ップ数 が少 し短 くな りますが 、

それ ぞれ の タイ プ内で は、端 末文 を一致 して も しな くて も変 わ りませ ん。

3DOLOOPの 繰 返 し終端 値 を算術 式M+Nで 表 示す ると きK(=M+N)で 表 示 す る とき

とでLOOPの 繰返 し条件 を判 定 す るため の所要 時間 の比率 は どの程 度 か

(回 答)DOlI;1,M+Nの 場 合 で もM+Nを あ らか じめ計 算 して い ますの で違 いは

ほ とん どあ りませ ん。

4論 理IFで.LE.と.LT.と の判定 条件 の比率 は どの程 度 か

(回 答).LE.はequal判 定 を行 ない ますの で.LT.よ りその分 だ け2ス テ ップ 多 くなっ

て います。

判定 回数 が少 な い場 合 は ほ とん ど差 はあ りませ んが 、繰返 しが重 な った場 合 、次 の

よ うにな りま した。

Cタ イプDタ イプ(単位 ミリセカンド)

100,000回LT41462826

LE43202986

200,000回LT82615859

LE88925970



ハ)エ ラー チェ ッ クにつ い て

i$FORTRAN,$LIED,$RUNの 各STEPで 検 出 され る文 法的 エ ラー一は どの程 度 までか。

(回答)$FORTRANで はFORTRANス テー トメ ン トの記 述 形式 の誤 ま1)、 未定義 文 番号 、

DOの 入れ子 の誤 ま り、 プ ログ ラムの構 成要素 と構 成順序 の誤 ま りな どの検 出 を行 ない

ます。

READ文 やWRITEに お ける入 出力並 び と対 応 す る欄 記 述 子 の型 のチ ュ ック、関数 や

副 プ ロ グラムの引用 にお け る実 引数 と仮引 数 の順序 、偲 数 お よび型 のチ ェ ックな どは行

な い ませ ん。

$LIEDで はL慮D制 御 文 の言己述 形式 の誤 まり な どの検 出 を行 な う他 、実行形 式 プu

グラムの大 きさが$QTOBで 指定 したCOESIZEを 越 え た場 合 、LIEDの 作 業領 域 が

足 りな い場 合、未 定i義記号 が あ る場 合 な どは その表示 を します。

$RUNで は文 やWRITE文 にお け る入出力並 び と対応 す る欄 記 述子 の 型が異 なる場 合 、

READ文 やW斑 丁£ 文 にお け る入出 力並 び と対 応す る欄 記 述 子の 型 が異 な る場 合、関数

や副 プ ロ グラムの引 用 にお け る実 引数 と仮 引数 の個 数 が異 な る場 合 な どはその表 示 を し

ます。

iiサ ブ ルー チ ン副 プ ロ グラムのパ ラメー タ個 数 が 、CALLさ れ る場 合 に応 じて 自由 に増 減 され る

プ ロ グラム を見か け るが、 どの よ うな工夫 が して あ るのか。

(回答)FORTRANのOPTION文 にOMIT機 能 が あ ります。OMIT機 能 は基本 外部 関数 の引数

の 型の チ ェッ クを行 なわ ない。 副 プ ロ グラム の仮引数 と実 引数 の個 一数のチ ェ ッ クを行 な

わ ない。 よって実行 時 間 が短 か くな ります。

この機 能 は1971年8月1日 よ})、FORTRANレ ベ ルア ップ で追燦 され た もので

す。

パ ラ メー タの対 応 につ いて は、解 説 「FORTRAIを 基礎iにしたプ ロ グラム言語 に つ

いて(1)」(広 報VoL3No.5P22以 下 の記述)を 参考 に して下 さい。



2.現 用機種 の拡 充 、改良 につ いて(九 州大学 工学 部 応 用原 子 核 吉 岡啓 介)

イ)ファイル 開放 量 の増 加

本年 度 は9月 末 で共用 ボ リュー ム私 用 フ ァ イル は余裕 が無 くな って しまっ たが 、フ ァ イル利 用希望

者 に対 す る充 足率 は非常 に低 い値 で あ るこ とが問題 であ る。 ファ イル開放 量の増 加 につ い て一 層 の御

努 力 をお願 い したい。 こ こで 、貧 しい利 用者 を締 め出 す よ うなこ とに なる負担 金増額 につ いて は慎 重

な配 慮 をお願 い します。

(回答)セ ンター ニュー スNo.27で もお知 らせ し ま した よ うに 、 これ までTSS専 用に使 用 してお

りま したE.042を 共 用 ボ リュー ム と して解放 す るこ とにい た しますの で、10月 に中 止 し

た新 規 の開 設 申請の受 付 を1月17日 か ら再開 しま した。で きるだけ 多 くの利用希 望 者 に開

放 す るため に1課 題 で開設 で き る トラ ック数 を40ト ラ ックまで に制 限 してお りま す。

ファ イルの使 用 負担 金 は現行 の ま まです。

ロ)カ ー ブ プ ロッタ につ い て

現 在用 い られ てい る インクの色 は み るか らに汚 な ら しい。 濃 い紫色 系統 の 色 に換 え られ な いか。 な

お現 在 のDjob操 作 で処理 す るな ら、利用者 の希 望 に よって グラフ用紙 は無地 白色 を使 うこ とが出来

るよ うに して頂 け ないか(必 要 な座標 軸 、 目盛 は利 用者 が画 く)。 またPENUPで の移 動 時の インク

カス レが非 常 に 目につ く。 機械 的 な改 良 をお願 い したい。

(回 答)X-Yプ ロ ッタ で利 用者 の方 々 にご不 便 をおか け して い る と思 い ます。X-Yプ ロ ッ

タにつ いての要 望 、苦 情 は他 に もあ りま したの で併せ て 回答 い た します。

1.ボ ールペ ンにつ いて

X-Yプ ロ ッタ用 ボー ルペ ンと して現 在赤 、黒 、緑 、青 の4色 が あ ります。 それ で セ ンタ

_で はPENUPで の移動 時 の イ ンクの かすれ 、用紙 の よごれ 、見や す さに重点 をお いて幾

度 か テ ス トし、一 番 良 かっ た赤 を使 用 してい ます。 しか しなが ら、赤色 は複 写機 で はコ ピ

ーで きない(ゼ ロ ックスで は可)の で困 る とい う苦情 が度 々 あ ります の で、検討 の うえ、

複写 の確 実 な墨 色 ボー ルペ ンの改良 を現在 メー カー(岩 崎通 信機)に 申 し入 れ て います・

2.用 紙 につ いて

X-Yプ ロ ッタ用 用紙 と して は無地 の もの と、 グラフ用 紙 の ものの二種 類 が あ ります。

現在 当 セ ンター で使 用 してい るの は グラフ用紙 の もの です か 、無 地 を希 望 され る方 が 多い

ので近 々無地 の もの に かえ る予 定 です。 なお 、利 用者 の希 望 に あわせ て用紙 を無 地 のもの

も、 グラフ用紙 の もの も使 用 出来 るよ うにす る こ とは 、ジ ョブ処理 ヒ(プ ロ ッタJOBは

MT-OUTに す る)で きませ ん。



ハ)TSS時 間帯 の増 加

現在 の機種 構成 では将来 と もTSS処 理 とmu一 カルバ ッチ処 理 とを並 行 させ て走 らせ る こ とは無理

な状 況 で あろ うか。 少 な くと も毎 日2～3時 間のTSS処 理 が出来 る よ うな工夫 は考 え られ ないか。

TSS用 フ ァ イル の不足 も目立 って い るの で あ るが 、(端 末機1台 につ い て同一時 期 のフ ァ イル利

用 者数 を10人 平均 とすれ ば30台 で15000ト ラ ック入用)セ ン ター職 貝 の方 々の御 努 力 によっ て、 ロー

カル バ ッチ用 フ ァイルが直接 利 用 で きる よ うに なれ ば1課 題 につ い ての許容 トラ ック数 は現 行 の50ト

ラ ックか ら2◎トラッ ク弱 に縮少 して も利 用者 の側 か らの不満 の増加 はそ んな に増 えない と思 われ る。

以上現 在 の機種 構 成 では能 力外 か も知 れ な い と思 われ る要求 もふ くめ てお願 い しま したが 、現 在 の

能 力 に まで計算機 を開発 して頂 いたセ ン ター職 貫の方 々の御 努 力に は(時 間外運 転 とい う御苦労 もふ

くめ て)深 く感謝 して い ます。

(回答)現 在の ところTSSの 時 間帯 を増加 す る予 定 は あ りませ んが、本 年1月 か らバ ッチ 、T

SS両 方 の モニ タの レベ ルが改 良 され ま したの で、フ ァ イル は、 ロー カルバ ッチ 、TSS

の区 別 な く利 用 で きる ように な ります。共 用 ボ リュー ムE.◎42を 利 用 す る と きには機 番指

定(UNIT=E.042)、 ボ リュ ー ム通 番指 定(VOLNO=EOOO42)が 必要 です。

TSS用 のマクロ の うち、$GETFILE,$DELFILE,$COPYFILEは な くなi)ま す。

3.wピ ー に設 置 のJP1500で の ジ ョブ処理状 況表示 につ いて

セ ンター ロ ビー にあ るJP1500(オ ンライ ン ・タイプ ラ イターF1592A)か ら出 る個

々の ジ ョブの 入力 ・患力終 了等 の メ ッセー ジの読 み方 の説 明書 を側 にお いて欲 しい(無 記 名)

(回 答)46年11月 末 か らセ ンター一一JX階 ロ ビー のJP1500タ イプ ライ タを使 用 してジ

ョブ処理 状 況 を表示 してい ますが 、利用者 の方 むけの メッセー ジの説 明書 を用意 して

い なか った為 、 メ ッセー ジ が理 解 で きなか っ た方 もお られ ると思 い ます。

メ ッセ ー ジの意味 は本号68頁 に記 載 して おi)ま す ので ご覧 くだ さい。

また、表示 用 タ イプ ライ ター に も説 明書 を添付 して い ます。

4.ジ ョブの ター ンア ラウ ン ド ・タ イムにつ い てL,

以 前 はAジ9ブ で1時 間以 内 に戻 って いた が、最近 はAジ ョブ で1Hか か る。 少 な くとも、

Xジ ョブ で1時 間以 内 、Aジ ョブで3～4時 間 以内 で戻 して欲 しい。(無 記 名)

(回答)計 算依 頼 にお け るジョブ 種 別 ご との ター ンア ラウ ン ド ・タイム はお お よそ下 記 の通

りです が、10月 ～3月 に おいて は 、計 算依 頼 が集中 し、普 通 時 よ リター ンア ラウ ン

ド ・タイム が大幅 にず れ て来 る事 があi}ま す。 セ ンター と しま して は、夜 聞 にジ ョブ

処理 を行 な う等 、 で きるだけ利 用者 の方 の ご希望 に添 うよ う努 力 してお ります。

Xジ ョブ3◎ 分 ～3時間Cジ ョブ1B以 上

Aジ ョブ1時 間～半日Dジ ョブJOBに よ り異 な る

Bジ ョブ 半H～1H


